

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































村名 主な表題 筆録された時期 備考
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年代 欠落・勘当人 関係 理由
天明８．９．
寛政４．４
寛政９．正．
寛政９．正．
寛政1２．４．
文化元．３．６
文化２．９．２４
文化1２．３．
文化1３．９
文化１３．９．
文化1５．３．
文政２．５．２４
文政５．５．６
天保６．３．１２
天保1０．４．５
天保１０．４．１１
嘉永４．２．１７
(伝右衛門忰庄左衛門）
丑之助娘かつ
権太郎娘かつ
孫右衛門忰新右衛門
五郎右衛門忰清八
政右衛門弟勘平
(惣右衛門伜儀兵衛）
(忠兵衛忰利兵衛）
(寅蔵女房みよ）
(左平次親類佐右衛門）
左平次忰忠次郎
(左平次女房もと）
武右衛門
孫八
伊右衛門,伜理右衛門
千右衛門'伜啓五郎
五兵衛忰万吉
閲
囲
朋
加
皿
朋
別
Ⅳ
蛆
蛆
朋
町
朋
一
明
弘
肥
女
女
男
男
長
長
長
長
弟
一
一
｜房女
男
房
長
長
女
家
男
男
長
長
身持不埒、農業不精
家出
身持不埒、家出
身持不埒、家出
身持不埒
身持不宜、農業不精
家出
家出
家出
家出
身持不宜
家出
身持不埒
身持不埒
不身持
農業不精
身持不宜
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業
不
精
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
内
、
寛
政
九
二
七
九
七
）
年
正
月
作
成
さ
れ
た
新
右
衛
門
の
旧
離
帳
付
願
い
で
は
、
「
家
出
致
立
帰
り
不
申
」
「
身
持
甚
不
宜
」
「
農
業
等
も
不
仕
、
昼
夜
遊
ひ
歩
行」「不益之金銭を遣ひ捨」「田畑を質入一一いたし」「家督
一一も相離」などの文言が連なっている。つまり、家出と身
持
不
埒
、
身
持
不
宜
、
あ
る
い
は
農
業
不
精
と
は
、
意
味
的
に
さ
ほ
どの違いは見ることはできないようなのである。
第
三
に
、
旧
離
勘
当
願
い
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
百
姓
は
二
○
代
が
最
も
多
い
。
こ
の
年
齢
層
は
、
村
落
で
の
生
産
、
生
活
を
中
心
と
な
っ
て
担
う
べ
き
者
た
ち
と
い
え
る
。
｜
方
、
『
家
』
内
部
に
お
い
て
は
、
家
長
と
な
る
こ
と
は
稀
で
、
い
ま
だ
家
長
の
管
理
下
に
あ
る
（い）
年
齢
層
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
改
め
て
詫
証
文
と
旧
離
勘
当
願
い
の
関
連
を
見
て
い
こ
う
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
下
師
岡
村
に
ほ
ど
近
い
南
小
曾
木
村
の
旧
離
勘
当
願
い
と
詫
証
文
と
を
関
連
づ
け
る
事
例
で
あ
る
。
八
史
料
ｎ
Ｖ
水
穴
清
太
郎
不
埒
二
付
、
父
清
兵
衛
願
出
候
は
、
清
太
郎
義
不
埒
、
人
の
異
見
も
不
用
候
に
依
、
張
外
の
趣
名
主
方
へ
申
立
候
処
、
当
役
に
て
も
当
人
呼
、
相
尋
候
処
、
当
人
心
得
達
の
事
有
候
に
付
、
明
日
迄
に
得
と
か
ん
が
え
、
あ
い
さ
つ
可
致
由
被
申
候
に
付
、
十
六
日
組
合
・
組
頭
つ
れ
出
す
、
然
共
当
人
了
簡
達
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
の
事
を
申
故
、
組
合
直
右
衛
門
、
庄
右
衛
門
行
、
小
虫
秀
七
、
岩
倉
五
右
衛
門
出
、
名
主
よ
り
下
ケ
を
願
候
て
異
見
致
し
候
処
、
漸
々
承
知
致
候
に
付
、
十
七
日
の
夜
名
主
方
へ
詫
入
相
済
申
し
候
、
隠
居
清
兵
衛
表
を
張
、
清
太
郎
へ
や
住
と
成
、
夫
婦
に
て
は
け
の
借
金
払
可
仕
由
に
て
相
済
候
八史料皿Ｖ
若
者
日
待
ち
有
、
今
日
亀
右
衛
門
口
開
に
て
清
太
郎
事
、
去
る
十
月
よ
り
藤
助
宅
に
居
り
候
処
、
是
迄
五
右
衛
門
引
受
に
て
居
り
候
、
猶
又
是
よ
り
庭
場
一
同
へ
咄
し
有
、
相
頼
み
酒
三
升
持
参
致
し
候
、
是
に
よ
り
父
清
兵
衛
、
清
太
郎
を
帳
外
可
致
し
趣
申
出
し
候
に
付
、
名
主
、
庄
之
介
・
五
右
衛
門
よ
り
組
頭
両
人
方
へ
咄
し
有
、
庭
場
若
衆
宗
代
三
□
右
衛
門
・
重
左
衛
門
両
人
、
当
組
合
直
右
衛
門
・
熊
次
郎
四
人
に
て
清
兵
衛
方
へ
行
、
清
太
郎
詫
事
申
候
え
共
、
清
兵
衛
聞
入
無
之
、
是
非
共
帳
外
致
し
由
申
故
、
参
り
候
、
去
共
何
に
て
も
一
シ
趣
意
無
之
て
は
不
帰
と
申
け
れ
ば
、
し
か
れ
ば
帳
外
の
事
は
の
べ
に
致
す
と
申
故
、
そ
れ
に
て
皆
々
帰
り
、
其
旨
組
頭
五
右
衛
門
方
へ
咄
し
致
し
候
処
、
清
太
郎
を
帳
外
は
の
べ
に
相
成
候
は
ば
、
其
儘
に
て
差
置
事
に
猶
又
水
穴
方
へ
咄
し
に
来
り
候
と
の
事
也
（卯）
ま
ず
、
八
史
料
Ⅱ
Ｖ
は
、
隠
居
清
兵
衛
が
息
子
清
太
郎
の
不
埒
な
こ
と
に
よ
る
帳
外
願
い
を
名
主
に
申
し
出
て
い
る
記
述
で
あ
る
。
清
四
一
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
●
太郎の不埒な内容は明らかではないが、一」れに対して、組
合
、
組
頭
が
立
ち
入
り
、
名
主
宛
て
の
詫
証
文
と
引
き
替
え
に
帳
外
願いの取り下げを行っている。
（別）
八
史
料
皿
Ｖ
は
、
再
び
清
兵
衛
が
息
子
清
太
郎
の
帳
外
願
い
を
名
主
に
申
し
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
清
太
郎
は
こ
の
前
年
、
近
村
の
湯
屋
に
て
盗
ん
だ
着
栩
を
質
入
れ
し
て
得
た
金
銭
で
博
打
を
行
っ
て
（犯）
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
清
兵
衛
の
申
し
出
に
対
し
て
、
名
主
は
組
頭
へ
伝
え
、
若
衆
惣
代
と
組
合
が
清
兵
衛
の
も
と
へ
行
き
、
帳
外
を
取
り
下
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
帳
外
は
延
期
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
持
不
埒
な
百
姓
に
対
し
て
、
村
落
側
で
は
、
旧
離
帳
付
け
願
い
に
よ
っ
て
村
落
か
ら
放
逐
す
る
方
法
と
詫
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
村
内
部
に
留
め
て
お
く
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
方
法
は
、
全
く
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
｜
連
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
離
帳
付
願
い
を
作
成
し
、
そ
の
ま
ま
帳
外
と
な
る
こ
と
は
稀
で
、
そ
の
過
程
で
詫
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
村
内
部
に
保
留
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
下
師
岡
村
の
事
例
で
見
た
よ
う
に
、
旧
離
勘
当
願
い
よ
り
詫
証
文
の
作
成
数
が
多
い
の
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
ると考えられる。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
帳
外
願
い
を
訴
え
る
情
兵
衛
『
家
』
に
対
し
て
、
組
合
や
若
衆
惣
代
な
ど
は
帳
外
を
取
り
下
げ
、
村
内
部
に
保
留
す
る
方
向
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
『
家
』
と
『村』との身持不埒な百姓への対応は異なるのである。
で
は
、
帳
外
願
い
や
詫
証
文
の
作
成
が
こ
れ
だ
け
近
世
後
期
に
集
中
し
て
い
る
の
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
家
出
人
や
身
持
不
埒
な
者
が
近
世
後
期
に
な
っ
て
「
存
在
」
す
る
意
味
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
従
来
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
農
民
層
分
解
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
糧
を
求
め
る
た
め
に
、
家
出
人
や
身
持
不
埒
と
な
る
者
を
排
出
す
る
客
観
的
な
条
件
は
そ
ろ
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
（兜）
近
世
後
期
の
通
俗
道
徳
の
形
成
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
｜
方
、
幕
府
の
農
村
政
策
を
見
落
と
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
、
村
内
の
百
姓
は
、
宗
門
人
別
帳
に
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
帳
外
願
い
を
村
役
人
に
提
出
す
る
こ
と
は
当
然
の
（別）
ことといえる。さ》ｂに、次に掲げる史料は、文政一○（一
八
二
七
）
年
、
改
革
組
合
村
が
設
定
さ
れ
る
時
に
、
幕
府
が
村
々
に
申
し
渡
し
、
作
成
さ
せ
た
化
政
期
に
お
け
る
幕
令
の
集
大
成
と
も
い
え
る
内
容
を
も
つ
議
定
書
の
中
の
一
条
で
あ
る
。
八史料旧Ｖ
｜村々之内心得達一一而、農業ヲ嫌ひ遊歩行、親類・組
合
・
村
役
人
異
見
取
用
不
申
辿
、
直
二
帳
外
者
不
致
、
組
合
四
一
一
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村役人江相談、異見差加、其上一一茂不取用候ハ、帳
外いたし、肌心得達有之候速、後難ヲ恐れ無宿一一い
たし候得者、可便処無之、弥増シ悪事仕成候二付、
無
宿
二
不
致
、
以
前
厳
敷
教
諭
可
致
候
事
こ
こ
で
、
幕
府
は
、
「
農
業
ヲ
嫌
ひ
、
遊
歩
行
」
い
わ
ゆ
る
身
持
不
埒
な
百
姓
に
対
し
て
、
む
や
み
に
帳
外
と
せ
ず
、
村
内
で
の
教
諭
を
心
が
け
る
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
。
村
落
や
『
家
』
の
解
体
は
、
幕府の基盤の喪失でもあったのである。
し
か
し
、
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
の
作
成
が
増
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
早
計
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
『
家
』
内
部
の
問
題
ｌ
と
り
わ
け
、
身
持
不
埒
な
ど
生
活
態
度
や
規
範
に
関
わ
（弱）
る
問
題
ｌ
は
家
長
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
壽
ｂ
で
あ
る
。
一
方
、
前
近
代
に
お
い
て
、
「
家
』
は
『
村
』
か
ら
閉
じ
ら
れ
た
私
的
な
空
間
と
し
て
独
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
し
ば
し
ば
『
村
』
の
慣
行
に
違
反
し
た
婚
姻
な
ど
で
は
、
『
村
』
の
若
者
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
儀
礼
的
な
制
裁
行
為
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
家
』
内
部
の
問
題
が
『
村
』
の
問
題
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
近
世
後
期
に
は
、
『
村
』
の
経
済
か
ら
独
立
し
て
く
る
富
農
層
を
中
心
に
、
『
村
』
の
儀
礼
的
な
制
裁
行
為
と
対
立
す
る
動
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
家
』
の
秩
序
が
『
村
』
の
秩
序
か
ら
独
立
し
て
く
近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
『
家
』
内
部
の
問
題
を
担
保
す
る
存
在
と
し
て
、
行
政
的
な
枠
組
み
が
浮
上
し
て
く
る
の
（卵）
である。
身
持
不
埒
な
百
姓
に
対
す
る
『
家
』
や
『
村
』
の
対
応
も
、
従
来
の
『
家
』
や
『
村
』
秩
序
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
『
家
』
も
行
政
機
関
で
あ
る
村
役
人
に
旧
離
勘
当
願
い
を
作
成
し
、
『
村
』
側
も
身
持
不
埒
な
百
姓
に
は
、
行
政
機
関
で
あ
る
村
役
人
宛
に
詫
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
で
対
応
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
身
持
不
埒
な
百
姓
に
と
っ
て
み
る
と
、
詫
証
文
を
村
役
人
宛
に
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
ど
お
り
の
村
落
生
活
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
身
持
不
埒
な
百
姓
に
と
っ
て
、
村
役
人
は
担
保
す
る
位
置
に
あったことを意味しよう。いずれにしても『家』、『村』と
も
に
行
政
的
枠
組
み
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
家
』
と
『
村
』
の
変
化
を
ふ
ま
え
て
初
め
て
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
な
ど
の
増
加
と
い
っ
た
村
落
に
お
け
る
行
政
機
能
が
浮
上
し
て
く
る
動
向
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。その点で『家』、『村』、幕府の意図は合致していたの
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
政
的
な
村
落
の
枠
組
み
の
浮
上
を
示
す
指
標
が
、
小
前
百
姓
の
『
家
』
が
意
識
す
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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小
稿
で
は
、
近
世
後
期
の
村
方
文
書
に
散
見
さ
れ
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
を
導
き
に
、
村
政
の
変
化
を
身
分
制
的
観
点
か
ら
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
『
家
』
と
『
村
』
と
村
と
い
う
三
者
の
関
係
か
ら
当
該
時
期
に
お
け
る
行
政
の
意
義
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
点
を
指
摘
し
た
。
①
村
役
人
が
指
示
し
、
小
前
百
姓
が
勤
め
る
べ
き
行
政
的
負
担
を
意
味
す
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言
は
、
近
世
後
期
の
村
社
会
内
部
の
変
動
の
中
で
、
百
姓
が
主
体
的
に
意
味
づ
け
を
行
っ
た
も
の
で
あった。
②
近
世
後
期
に
お
け
る
小
前
百
姓
の
村
政
参
画
に
よ
り
、
村
役
人
は
「
御
用
」
と
と
も
に
「
村
用
」
を
か
え
り
み
る
役
職
で
あ
る
と
い
う
社
会
意
識
が
芽
生
え
た
。
「
御
用
」
と
「
村
用
」
及
び
村
内
部
の
日
常
生
活
を
記
し
た
役
用
日
記
は
そ
の
社
会
意
識
の
表
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
社
会
意
識
は
身
分
制
的
な
家
職
意
識
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
前
百
姓
か
ら
も
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あった。
③
近
世
後
期
の
村
社
会
に
は
身
持
不
埒
、
農
業
不
精
、
家
出
人
が
「
存
在
」
し
た
。
こ
れ
ら
の
百
姓
に
対
し
て
、
村
内
部
で
は
、
旧
離
勘
当
願
い
に
よ
っ
て
排
除
す
る
方
法
と
詫
証
文
の
作
成
に
よ
っ
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
四
十
八
号
て
保
留
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
前
者
は
『
家
』
の
意
向
が
強
く
、
後
者
は
『
村
』
と
幕
府
の
意
向
で
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
方
法
も
『
家
』
や
「
村
』
の
内
部
問
題
が
行
政
的
枠
組
み
に
依
存
す
る
構
造
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
政
的
枠
組
み
浮
上
の
指
標
と
も
い
え
る
も
の
が
、
小
前
百
姓
の
『
家
』
が
意
識
す
る
「
村
用
」
と
い
う
文
言であった。
ま
さ
に
、
近
世
後
期
’
’
九
世
紀
の
前
半
ｌ
は
村
社
会
に
と
っ
て
は
村
用
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
い
つ
も
通
り
雑
な
検
討
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
次
の
二
点
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
は
、
『
家
』
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
と
内
部
秩
序
の
検
討
で
あ
る
。
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
に
関
わ
る
限
り
で
の
社
会
状
況
と
『
家
』
の
内
部
秩
序
に
つ
い
て
触
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
世
を
通
じ
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
い
え
る
が
、
と
り
わ
け
、
近
代
国
家
形
成
過
程
に
お
け
る
家
の
形
成
と
『
村
』
内
部
の
社
会
状
況
の
変
容
及
び
両
者
の
連
関
を
学
制
な
ど
の
国
家
政
策
を
も
ふまえて検討していきたい。
第
二
点
は
、
行
政
機
関
に
関
わ
る
課
題
が
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
明
治
政
府
は
大
区
小
区
制
に
お
い
て
戸
・
副
戸
長
と
と
も
に
村
用
掛
を
設
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
「
重
層
的
」
な
行
政
機
構
に
つ
い
て
改
め
て
そ
の
実
態
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
四
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近
世
後
期
の
村
社
会
と
「
村
用
」
（
米
崎
）
註（
１
）
久
留
鳥
浩
「
百
姓
と
村
の
変
質
」
（
『
日
本
通
史
』
第
旧
巻
、
岩
波
書
店
、
’
九
九
五
年
）
と
そ
の
論
稿
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
（
２
）
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
末
社
会
論
』
塙
書
房
、
’
九
六
九
年
。
こ
の
中
で
、
村
役
人
は
共
同
体
構
成
員
の
代
表
者
で
あ
る
一
方
、
領
主
の
農
民
支
配
機
構
の
末
端
と
し
て
機
能
す
る
二
重
の
性
格
論
と
し
て
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
村
落
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
（
３
）
広
瀬
隆
久
「
幕
藩
制
解
体
期
に
お
け
る
村
と
農
民
闘
争
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
’
九
七
四
年
一
二
月
）
、
薮
田
貫
「
畿
内
に
お
け
る
幕
藩
制
支
配
と
村
落
の
諸
特
質
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
’
九
七
四
年
一
二
月
）
、
そ
の
後
の
研
究
と
し
て
は
、
広
瀬
隆
久
「
天
保
期
の
村
方
騒
動
と
相
給
村
落
」
（
『
天
保
期
の
人
民
闘
争
と
社
会
変
革
』
上
、
校
倉
書
房
、
一
九
八
○
年
）
、
並
木
克
央
「
村
方
騒
動
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｑ
地
方
史
研
究
』
第
一
七
一
号
、
’
九
八
一
年
）
を
村
請
制
及
び
名
主
の
機
能
を
動
態
的
に
分
析
し
た
論
稿
と
し
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。
（
４
）
水
本
邦
彦
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
八
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
諸
論
稿
。
（
５
）
久
留
島
浩
「
甲
州
市
川
代
官
所
管
下
の
天
領
に
お
け
る
郡
中
惣
代
の
機
能
に
つ
い
て
」
（
１
）
。
（
２
）
（
『
信
濃
』
第
三
○
巻
’
第
五
号
・
第
六
号
、
一
九
七
八
年
）
（
６
）
そ
の
後
の
組
合
村
や
地
域
秩
序
に
関
す
る
研
究
は
、
熊
沢
徹
「
〔
補
説
〕
組
合
村
（
村
連
合
）
」
（
『
日
本
歴
史
体
系
３
近
世
』
山
川
出
版
社
、
’
九
八
八
年
）
、
久
留
島
浩
「
組
合
村
（
村
連
合
）
と
地
域
秩
序
」
（
村
上
直
編
『
日
本
近
世
史
研
究
事
典
」
東
京
堂
出
版
、
’
九
八
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
７
）
奥
村
弘
『
大
区
小
区
制
』
期
の
地
方
行
財
政
制
度
の
展
開」（『日本史研究』第二五八号、’九八四年）をはじめ
と
す
る
奥
村
氏
の
業
績
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
（
８
）
薮
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
一
摸
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
’
九
九
二年
（
９
）
保
坂
裕
輿
「
村
方
文
書
と
文
書
の
作
成
・
管
理
シ
ス
テ
ム
」
（
『
学
習
院
史
料
館
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
九
二
年
）
、
同
「
近
世
五
郎
兵
衛
新
田
に
お
け
る
記
録
管
理
と
村
政
」
白
学
習
院
史
料
館
紀
要
』
第
七
号
、
’
九
九
三
年
）
（
、
）
近
年
の
由
緒
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
は
、
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
の
社
会
集
団
』
山
川
出
版
社
、
’
九
九
五
年
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
（
、
）
久
留
島
浩
「
近
世
の
村
の
高
札
」
（
永
原
塵
二
編
『
大
名
領
国
を
歩
く
」
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
三
年
）
、
富
善
一
敏
「
検
地
帳
所
持
・
引
継
争
論
と
近
世
村
落
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
三
八
号
、
’
九
九
五
年
）
（
皿
）
渡
邊
尚
志
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
村
と
地
域
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、
’
九
九
三
年
）
（
旧
）
矢
沢
洋
子
「
近
世
村
落
と
村
財
政
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
四
編
第
一
○
号
、
一
九
八
五
年
）
（
ｕ
）
註
（
９
）
保
坂
論
文
四五
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
（
旧
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
安
良
城
盛
昭
『
幕
藩
制
社
会
の
成
立
と
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
’
九
五
九
年
、
大
石
慎
三
郎
『
近
世
村
落
の
構
造
と
家
制
度
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
八
年
、
大
島
真
理
夫
『
近
世
に
お
け
る
村
と
家
の
社
会
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
八
年
が
あ
る
（
旧
）
大
藤
修
「
身
分
と
家
」
（
深
谷
克
己
・
松
本
四
郎
編
『
講
座
日
本
近
世
史
』
三
幕
藩
制
社
会
の
構
造
、
有
斐
閣
、
’
九
八
○
年
）
（
Ⅳ
）
桜
井
昭
男
「
近
世
村
落
と
『
百
姓
株
芒
白
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
○
号
、
’
九
八
六
年
）
は
、
近
世
後
期
に
至
っ
て
も
解
体
す
る
こ
と
の
な
い
村
落
の
論
理
を
百
姓
株
を
素
材
に
検
討
し
た
論
稿
と
し
て
評
価
で
き
る
。
（
旧
）
近
世
の
「
家
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
水
林
彪
『
封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社
会
の
確
立
』
山
川
出
版
社
、
’
九
八
七
年
、
同
「
日
本
近
世
団
体
論
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
三
七
九
号
、
’
九
九
四
年
）
に
よ
り
、
イ
エ
社
会
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
薮
田
貫
「
近
世
社
会
の
日
本
的
性
格
と
『
家
』
Ｓ
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
一
一
○
三
号
、
’
九
九
一
年
）
で
は
、
イ
エ
を
中
間
団
体
と
し
て
検
討
す
る
際
の
「
家
族
」
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
近
代
に
お
け
る
「
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
と
し
て
の
家
族
へ
と
展
開
す
る
近
世
の
『
家
』
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
阪
上
孝
「
王
権
と
家
族
の
秩
序
」
（
『
思
想
』
第
七
一
○
号
、
一
九
八
三
年
）
、
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
編
『
幕
末
維
新
期
の
国
民
国
家
形
成
と
文
化
変
容
』
新
曜
社
、
’
九
九
五
年
か
ら
学
ん
で
い
る
。
（
旧
）
小
稿
で
は
、
領
主
支
配
と
は
相
対
的
に
自
律
し
て
い
る
村
を
『
村
』
と
表
記
す
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塚
本
学
編
『
日
本
の
近
世
』
８
村
の
生
活
文
化
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
（
別
）
関
東
近
世
史
研
究
会
一
九
九
四
年
度
大
会
は
、
「
村
社
会
と
公
共
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
中
の
問
題
提
起
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
三
八
号
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
家
と
村
の
関
係
変
化
か
ら
公
私
の
分
離
と
公
共
性
の
発
生
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
、
筆
者
も
異
論
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
｜
般
論
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
渡
邊
尚
志
「
平
野
報
告
〔
コ
メ
ン
ト
〕
『
関
東
近
世
史
研
究
」
第
三
八
号
所
収
）
。
な
お
、
近
世
に
お
い
て
は
、
家
と
村
と
い
う
二元構造ではなく、家と『村』と村という一一一元構造の中
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
桜
井
報
告
〔
コ
メ
ン
ト
〕
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
○
号
、
’
九
八
六
年
）
及
び
「
近
世
後
期
に
お
け
る
婚
姻
儀
礼
慣
行
と
村
社
会
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
二
二
号
。
’
九
八
七
年
）
で
行
っ
た
。
ま
た
、
註
（
旧
）
薮
田
論
文
に
お
い
て
も
、
「
家
族
」
と
共
に
、
『
村
』
社
会
を
起
点
に
お
い
た
研
究
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
別
）
『
小
山
市
史
』
史
料
編
。
近
世
一
六
七
四
頁
（
皿
）
『
都
留
市
史
』
資
料
編
古
代
・
中
世
・
近
世
Ｉ
五
○
七
頁
（
閉
）
『
小
金
井
市
誌
』
第
Ⅲ
巻
一
二
二
頁
（
別
）
『
福
生
市
史
資
料
編
』
近
世
一
二
七
二
頁 四六
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近世後期の村社会と「村用」（米崎）
（
閲
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
妬
）
萱
沼
安
孝
家
文
書
（
富
士
吉
田
市
教
育
委
員
会
『
富
士
吉
田
市
史
資
料
所
在
目
録
』
第
四
集
所
収
）
（
Ⅳ
）
百
姓
が
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
に
つ
い
て
は
、
田
畑
完
渡
証
文
や
跡
式
相
続
証
文
な
ど
に
も
内
容
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
土
地
の
移
動
に
関
わ
る
限
り
で
の
負
担
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
相
続
す
べ
き
『
家
』
が
勤
め
て
き
た
負
担
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
跡
式
相
続
の
場
合
は
、
『
家
』
そ
の
も
の
の
相
続
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
「
村
用
」
文
言
の
見
え
る
史
料
は
、
『
家
』
の
内
部
秩
序
の
動
揺
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
多
い
。
｜
方
、
「
村
役
」
と
い
う
文
言
も
近
世
村
方
文
書
に
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
村
用
」
文
言
の
古
文
書
学
的
検
討
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。
（
肥
）
本
節
は
、
筆
者
が
一
九
八
五
年
六
月
第
一
八
回
日
本
古
文
書
学
会
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
「
近
世
村
方
文
書
に
お
け
る
役
用
日
記
に
つ
い
て
」
を
修
正
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
別
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
五
○
四
号
文
書
（
釦
）
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
地
方
史
研
究
入
門
』
岩
波
書
店
、
’九五五年
（
釦
）
註
（
１
）
久
留
鳥
論
文
。
ま
た
、
岩
橋
清
美
「
近
世
村
落
に
お
け
る
村
落
の
変
容
と
家
意
識
」
白
法
政
史
論
』
第
一
九
号
、
’
九
九
二
年
）
で
は
、
柴
崎
村
名
主
鈴
木
平
九
郎
「
公
私
日
記
」
が
家
再
興
と
家
格
上
昇
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
（
皿
）
こ
れ
ら
七
ケ
村
の
名
主
が
筆
録
し
た
日
記
の
内
、
改
革
組
合
村
の
大
小
惣
代
を
勤
め
た
『
家
」
の
日
記
が
質
量
と
も
に
充
実
し
ている。
（
羽
）
蓮
光
寺
村
に
関
す
る
研
究
は
、
註
（
皿
）
渡
邊
論
文
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
（
帥
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
二
○
四
九
号
文
書
よ
り
弘
化
二年「公私日用雑記」裏表紙に「魯平」と記されている。
（
開
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
四
八
六
号
文
書
（
鉛
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
九
一
二
号
文
書
（
師
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
一
五
○
四
号
文
書
よ
り
文
化
十
三
年
「
諸
向
掛
合
事
用
留
」
（
胡
）
天
保
期
以
降
の
蓮
光
寺
村
に
お
け
る
村
方
出
入
り
に
つ
い
て
は
、
註
（
旧
）
渡
邊
論
文
が
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、
筆
者
が
一
九
八
四
年
度
に
法
政
大
学
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
に
お
い
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
蓮
光
寺
村
の
村
方
出
入
り
は
、
寛
政
期
ｌ
分
家
に
よ
る
新
秩
序
形
成
へ
の
端
緒
、
文
化
～
天
保
期
ｌ
名
主
「
役
」
の
成
立
期
、
弘
化
～
幕
末
期
ｌ
村
内
秩
序
対
抗
期
と
し
た
。
小
稿
で
論
及
す
る
村
用
の
時
代
と
は
、
名
主
「
役
」
の
成
立
期
以
降
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
（
胡
）
役
用
日
記
が
筆
録
さ
れ
始
め
る
第
二
期
と
日
次
的
に
な
り
日
常
的
な
内
容
に
ま
で
及
ぶ
第
三
期
と
は
質
的
な
差
異
で
は
な
く
、
同
質
の
中
の
発
展
形
と
し
て
考
え
て
い
る
。
（
伽
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
分
家
文
書
八
五
号
文
書
（
Ⅲ
）
註
（
伽
）
、
な
お
、
文
化
九
年
の
議
定
書
は
、
天
保
一
二
年
の
議
定
書
よ
り
条
文
が
一
条
多
い
・
四
七
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法
政
史
学
第
四
十
八
号
（
岨
）
国
立
史
料
館
所
蔵
富
沢
家
文
書
三
五
六
号
文
書
（
蛆
）
こ
の
名
主
の
家
職
意
識
は
小
前
百
姓
に
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
入
札
な
ど
で
選
出
さ
れ
た
村
役
人
が
「
村
用
」
と
い
う
文
言
を
記
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
場
合
も
、
小
前
百
姓
が
名
主
役
を
家
職
と
未
分
離
な
も
の
と
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
こ
と
を
表
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
（
ｕ
）
本
節
は
、
拙
稿
「
近
世
後
期
の
下
師
岡
村
ｌ
詫
証
文
・
旧
離
勘
当
願
い
の
考
察
か
ら
ｌ
」
（
『
吉
野
家
文
書
調
査
報
告
」
東
京
都
教
員
委
員
会
、
’
九
八
八
年
）
を
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
旧
離
勘
当
を
村
の
制
裁
権
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
水
本
邦
彦
「
公
儀
の
裁
判
と
集
団
の
徒
」
白
日
本
の
社
会
史
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
後
に
『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
に
所
収
）
や
近
世
後
期
の
親
子
間
紛
争
が
村
内
の
『
家
』
と
『
村
』
と
の
関
連
の
中
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
大
藤
修
「
近
世
後
期
の
親
子
間
紛
争
と
村
落
社
会
」
（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
民
衆
文
化
と
政
治
、
河
出
書
房
新
社
、
’
九
九
二
年
）
、
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
か
ら
日
常
的
な
罪
の
意
識
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
曽
根
ひ
ろ
み
「
民
衆
の
罪
と
責
任
意
識
」
（
ひ
ろ
た
ま
さ
き
編
『
日
本
の
近
世
』
田
民
衆
の
こ
こ
ろ
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
）
は
、
本
稿
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
ま
た
、
詫
証
文
や
旧
離
勘
当
願
い
を
扱
っ
た
の
論
稿
と
し
て
は
、
辻
ま
ゆ
み
「近世村落と『帳外』」白史苑』第四九巻第一号、’九八
九
年
）
北
原
糸
子
「
不
行
跡
者
と
博
変
打
」
（
『
日
本
村
落
史
講
座
七
』
生
活
Ⅱ
、
雄
山
閣
出
版
社
、
’
九
九
○
年
）
、
が
あ
る
。
（
妬
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
岨
）
同
様
の
傾
向
は
、
註
（
Ｍ
）
北
原
論
文
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
武
蔵
国
多
摩
郡
小
川
村
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
〃
）
吉
野
禎
次
家
文
書
（
咄
）
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
（
伯
）
家
長
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
大
竹
秀
男
『
封
建
社
会
の
農
民
家
族
』
改
訂
版
、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
に
よ
る
実
証
的
な
研
究
がある。
（印）『日本庶民生活史料集成』第一一一巻、三一書房、’
九
七
一
年
、
五
七
五
頁
（別）『日本庶民生活史料集成』第一二巻、一一一一書房、’
九
七
一
年
、
五
八
四
頁
（塊）『日本庶民生活史料集成」第一一一巻、一一二書房、一
九
七
一
年
、
五
八
○
頁
（
昭
）
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
青
木
書
店
、
’
九
七
四
年
及
び
註
（
ｕ
）
曽
根
論
文
（
別
）
文
政
一
○
年
の
「
御
取
締
改
革
之
趣
」
は
「
地
方
落
穂
集
追
加
」
ｓ
日
本
経
済
叢
書
』
巻
九
、
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
’
九
一
五
年
）
及
び
自
治
体
史
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
渡
辺
家
文
書
』
第
三
巻
、
新
宿
区
教
育
委
員
会
、
’
九
九
五年を参照した。
（開）註（い）
（
弱
）
註
（
別
）
拙
稿
論
文
四
八
Hosei University Repository
